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図1．杉野沢おおほり湿原の位置（矢印）　　　　　　　　　端の水路に注ぎ込まれる構造になっている（図5、6）。湿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原の水は、停滞することなく流れていくので、湿原の水抜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きをしていることになる。本来は比較的深い停滞水で優占

　　　　　　　　　　・露　　　　　　　　　　　　　　　　するミズバショウやリュウキンカは、密生するヨシに覆わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れてしまっている（図7）。ミズバショウは湿原の中央部
　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　誤　　　　　　　　　　　　　　で密生するヨシのために日射が遮られ、その周辺部に多く

　　　　　　　　　　　，郵’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生育する。ミズバショウは湿地の植物だが、水位が低下す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れば、ヨシに遷移する。それは、廃田でヨシが優勢するの

　本年（2008年）8月8日、妙高市杉野沢集落から上の　　　いる（図3）。スギ林に囲まれており、この湿原は民有地

県道（39号）沿いに、「おおほり湿原」の掲示板を見つけ　　　と思われる。

たので、その湿原の実態を報告する。苗名滝の上流シブタ　　　　杉野沢集落付近にある名勝：苗名滝（860m）を含めて、

ミ川の谷間にあり、湿原の海抜は1035mである（図1）。　　　苗名滝とその上流、おおほり湿原、および笹ヶ峰の地域一

車道沿いに45台ほどの駐車スペースがあり、そこからス　　　帯は、上信越高原国立公園特別地域に含まれている（環

ギ林を入る歩道があり、傾斜の緩い歩道には、いくつかの　　　境省自然環境局HP）。しかし、杉野沢と妙高市の両観光

直径1mほどの縦穴と地下を走る横穴を組み合わせた用水　　　協会のホームページには、この湿原に関する記事はなく、

路が設置されていて、谷の下斜面方向に多量の水が送り出　　　妙高市観光協会のホームページの「夏用パンフレット

されている（図2）。その用水路沿いを10分ほどさかのぼ　　　妙高物語」の図中に、「五八木」の文字の下に「ミズバシ

ると、狭い谷間に広がる湿原に到着する。湿原の入り口に、　　　ヨウ」という文字があるだけである。このほかに、Web

「杉野沢おおほり湿原杉野沢観光協会」の看板が立って　　　上の書き込みで、この湿原に関する情報を探ると、遊來

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪（http：／／www．yuraibo．com／photo．html）の写真、お

　多ヘ　ヘ　　…　・　ム　　へ　．　　・5　“　　　さ2mほどのはしごに、2畳ほどの台〉が設置されている

　　．．　　　　　　　　　・　亀　「．、細剛四　1・、　　　らは全体が展望できる。湿原全体の広さはよくわからない

　　　　　　　　　　　　　　　難藤懸灘とよく似ている・横断する水路の下部1よ水抜きの効果が

図2．湿原の左端の水路　　　　　　　　　　　　　　　　されずに放置されているので、湿原を埋めるのと同じであ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。横断水路の上部斜面に生育する植物の中には、エゾク

　　　　一曽　　　　　、糞　　　　　　　　　　　　　　　が含まれている。これらはいずれも湿地の植物ではないの

　　　顯　　毒　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　で、この場所は乾燥化・陸化の方向を示唆している。

　　　　　　　　　麟　1　・　繭．謹嚢，　。　。　　　　　この谷間の水がどのように利用されているか、その目的

　　　薮　　卜　’雛　　戦　　　　　　　・　　　　　　　　はわからない。水質は鉄分を多く含むので赤褐色に濁り、

灘翻欝魑醗鑛講懸’・　特有の臭気があって飲用には適さなレ・。この付近の道路沿

鍵耀騨灘翻讃．いに家屋llほとんどなく・農地は杉野灘より海興

灘魏灘顯　、　・講　　鰹，　いところにあって濃業用水のために・水を海抜の局い一
　　　　・，難鶏灘＿、灘羅　1議　＿　　　　i，　　の位置から、かなり離れた遠方に導くのは不合理である。

羅灘鑛鍾醸羅1灘謹雛鎌覇灘　その目的はともかく、取水箇所力㍉この湿原の中央部であ

図3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る必要性は、感じられない。土木の専門家ではないので、

おおほり湿原入り口に立つ杉野沢観光協会の看板。　　　　工事のしやすさについてはわからないが、杉野沢集落まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水を導くためなら、湿原の末端から用水路を造っても、支

障はないだろう。

　おおほり湿原は国立公園特別地域内であり、杉野沢観光

協会が看板をたて、展望台まで設置して管理している。そ

の観点からすると、仮に民有地としても、この用水路の設

置は自然環境への配慮が欠如している。このまま水路を放

置すれば、この場所はヨシに圧倒されて、ヤナギやハンノ

キの林に遷移して、遠からずミズバショウの湿原は荒廃し

てしまうだろう。

　ミズバショウやリュウキンカなどの湿原植物を保全する

ためには、縦横の用水路を埋め戻し、湿原末端部に数m

ほどの堰堤を建設して、湿原全体の水位を上げて湿原に進

入した樹木を除去するべきである。水を利用するなら、そ

図4．湿原の左端に設置されている展望台。その下流　　　の堰堤の横に用水路を付け替えれば、湿原からの水抜きは

にはヤナギの林が広がる。　　　　　　　　　　　　　　止まり、湿原は再生するだろう。観光客でにぎわう池ノ平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のイモリが池に比べて、この湿原を訪れる人は少ないだろ

　　　　　と　　ぜ

騨羅1認懸　灘。1，　　1　アカソ・アカバナ属（Epil・bium・μ）・アケボノソウ・
　　継灘聾　　難一　　　　　灘。　　’・　　　　　　　　　　アゼスゲ、ウワバミソウ、エゾクロウメモドキ、オオシラ

醗籔鎌羅慧灘．1三三lll三灘鵬三llll麟

図5．湿原を横断する水路。写真の左側から斜面を流　　　ダイコンソウ、タチアザミ、タニウッギ、タニタデ、タヌ

れ下る水はこの水路ですべて集められ、谷の左側の水　　　キラン、チダケサシ、ツノハシバミ、ツリフネソウ、ドク

路に注ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダミ、ナンプアザミ、ノリウツギ、ハイイヌガヤ、ヒメシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ、フキ、マムシグサ、ミズキ、ミズタマソウ、ミズバシ
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ヨウ、ミゾシダ、ミゾソバ、ミチノクヨロイグサ、ミヤマ

イボタ、ミヤマカンスゲ、ミヤマトウバナ、ミヤマニガウ

リ、ムカゴイラクサ、ヤマブドウ、ヤマモミジ、ヨシ、ヨ

モギ、リュウキンカ。（五十音順）。

繊鰯離　　繍　　。嶺纐　藝

…　　　　．　　　　　　　　　　　　・、襲、。灘　、難蕪蕪魏灘鐡雛難

　騨訴’麹．．　　　騰　　尉　　　　　　　懸難　　．　　　　　　　難轍
凄　　　　．　　　　謹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、灘　　・　’

　　嚢　庫　’　　　　　　　　　　　　　躍・　　、　隔　．　　　躍
　　　　　　・　畿撫　　　・　　　　　　　　　　囎・鰻，　　繍灘　　・　　　　灘羅

　　　　伽聡　　“　　　　射　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姪　纏。　　　　　　鶏

図6．湿原の水は横断する水路で、このマスに集めら　　　図7．ヨシが密生するおおほり湿原の入り口付近。写

れ、谷の左側の水路を下る。　　　　　　　　　　　　　　真の右側に水路が設置されている。

…　　●●●・・●●・●●●・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●■■●●●●●●●●・●●●・●・●●●●●●●・●●●・●

カキに関する雑録と情報提供のお願い

　県内でみられるカキの実調べに情報提供をお願いします。カキには様々な形や色があるようです。それぞれの地

域に昔から栽培している独特のカキがあり、形、色、味，その他に食べ方にも色々あるようです。カキに関する情

報を寄せて頂き、本誌に掲載できればと考えています。写真の提供、大きさ、形、味に加えて食べ方に関するメモ

を添付して頂ければ幸いです。手元に収集したカキの果実のいくつかを以下の写真で紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石沢）

　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　ズ

　　　　　　　　　　　　　　嚢、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊

　　　　猟灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍雛

鱒灘灘　　　騒麟灘難鞭騒購綴蟹纈1灘醐蹴甥鎌
写真1　マメガキ（新潟大学産）と　　写真2　マメガキ（新潟大学産）　　　写真3　マメガキ（出雲崎産）

平核無［八珍柿］系（巻柿団地栽培）

写真4　栗野江柿（佐渡産）　　　　　写真5　チンボガキ（津南産）　　　　写真6　クロガキ（長野栄村：栽培）


